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概要

受動 RF回路の研究は 1900年代の半ばから後半にかけて数々研究され，諸々の発明及び回路の設計

技術が開発された．また 1900年代後半からは，コンピュータの急速な進歩とともに上記の回路設計技

術の結果を取り込んだ設計ソフトや，また形状の境界条件から直接に求める形状シミュレーションソフ

トが進歩し，これらによって開発スピードが早められ効率化が進められている．

さて技術革新を含めたイノベーションが今後必要とされる現在，コンピュータによる出来たものの解

析はもとより，どのようにすれば欲するものが得られるかという合成技術が更に必要となる．そのため

には過去行なわれた基本的な原理や先人により残された大事な結果をもとにして，新しい技術に展開し

ていくことが極めて重要である．

そこで本書では，RF受動回路の分野において基本的な原理を述べ，これに基づいて導かれた設計公

式を記述した．また過去求められていなかった部分に関しては，筆者によりそれらの公式や設計に必要

なデータを新たに求め，これらを同時にまとめた．

さて筆者によりこの種の図書がいくつか発行されたが，ここではそれらの重要な点をまとめると共に

に記載されていない部分を重点的により詳しく記述した．しかしながら読者に，説明を理解し易くする

ために，筆者による既刊図書の一部を再び掲載して話を繋げる努力を行ったので，重複せざるを得なかっ

た部分もある．また本書で始めて筆者により求められた結果も多々あるので，この場合には読者が理由

を理解するために特に結果のみ記さず，その結果が如何にして得られたか知るための過程も記した．

第 1章では、TEM波を伝送する分布定数線路の性質や、線路を伝わる進行波及び反射波にともなう

インピーダンスそしてそれを示すスミス図表の説明、更に数式的な取り扱いを述べた。

第 2章では、集積回路などに用いられる平面構造形線路として、マイクロストリップ線路、コプレー

ナーガイド、スロットガイド及びサスペンデッドラインの構造や特性をまとめた。

第 3章では、TE、TM波の説明とそれを伝送する導波管を述べ、リッジガイドや誘電体装荷導波管を

物理的意味を理解する等価回路を含めて説明した。

第 4章では、種々の導波路のもつ基礎的事項として、導波管の電圧電流の定義、導波路内のエネル

ギー、損失などをまとめてのべた。

第 5章では、これらの導波路につながる回路の解析に必要な最小限度の基礎知識、即ち Z、Y、S行

列、回路定数と内部エネルギーの関係、有限長分布定数線路の集中定数等価回路と応用、更に結合分布

定数線路の等価回路と定数を示した。

第 6章は RF技術者に常に必要な整合回路で，特に既刊図書には記述されていない部分として，LC

梯子形回路による広帯域インピーダンス変成器，分布定数線路で L及びCを近似して整合する場合のよ

り精度ある設計法，またコネクターと回路との接続する領域の広帯域整合法などを，実務的な立場から

詳しく述べた．

第 7章では，方向性結合器と分配器に関して述べたが，特に分布結合形に関しては遮蔽箱の形状によ

り大きく変化する内部導体の寸法や，製作を写真と共に示した．インターディジタル方式や，結合度を

増す方法及び広帯域化の方法について，種々の具体例や設計公式などを過去の実例の引用とともに記述

した．またラットレス形に関しては，一部の線路をインターディジタル結合線路やスロット線路で置き

換える方法により，小形広帯域化できることも詳しく述べている．また、最近論じられている右手系お
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よび左手系線路に対する LPF及び HPFで、ラットレス回路の構成を BOODEの振幅位相特性を用い

フィルタ設計理論から構成する方法を述べた

また，対向面方向性結合器の実際のところでは構造の寸法を決めるために，求めた公式の誘導も記し

た．更に筆者の考案した縦形平面回路の設計理論や，設計公式並びに製作例も写真と共に示した．ここ

では従来 2次元境界値問題として解析されていたものを，わかり易い物理的意味に基づいて設計できる

公式を導いた．

第 8章の平衡不平衡変換器及び付録 7では，特に結合定数分布線路形のものにつき，理論的な解析結

果をフィルタ理論の立場から示し，種々の組み合わせの特性を表でまとめている．

第 9章の非可逆回路では，筆者により出版された図書とほぼ同じ内容になるので，集中定数形とYス

トリップ線路形サーキュレーターの設計手順を詳しく表にまとめた．

以上述べたような本書独特の趣旨と内容を含むので，設計技術者が今後新しい開発にチャレンジ・工

夫する場合，基本に戻って過去にどのような考え方で，どのような設計公式を作り出したかを理解し，

それを現在進んだ精細な加工技術や材料の力をかりて達成することに役立てば筆者の幸いである．
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